
岸田政権の新・原発推進政策の撤回を求める全国署名
衆議院議長　殿
参議院議長　殿

　これまで政府は、東京電力福島第一原発事故を受け「原発依存度を低減する」「新増設は考えて
いない」と表明していました。ところが岸田政権は、脱炭素社会の要求の高まりやロシアのウクラ
イナ侵攻に端を発したエネルギー危機を口実に、原発の積極的利用推進に舵を切りました。2022
年12月、政府のＧＸ（グリーントランスフォーメーション）実行会議は、原発再稼働の加速、新増設、
老朽原発の運転期間の事実上の延長（原則40年・最長60年の運転期間の規制撤廃）、新型原子炉の
開発促進などを盛り込んだ基本方針を決定しました。
　しかし、これらの原発推進・開発政策は、電力の安定供給の役に立たず、世界有数の地震・津波
国での事故の危険性や、廃炉、廃棄物処理などに対して何ら解決策をもっていません。福島第一原
発の苛酷事故の教訓を投げ捨て、新たな「安全神話」をつくりだす原発の再稼働・新増設、運転期
間の延長を認めるわけにはいきません。
　私たちは政府に対して原発推進政策の撤回と、世界で飛躍的に増えている再生可能エネルギーと
省エネの推進、気候危機打開に貢献できる政策を実施することを求め、以下の要請をいたします。

請願事項

１．原発運転期間の現行ルールを変更しないこと。
２．原発の新増設及び建て替え(リプレース)を中止すること。
３．新型原子炉の開発ではなく福島第一原発を含む原発の廃炉研究をすすめること。
４．稼働中の原発を即時停止し、原発の再稼働を中止すること。
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氏名は省略せず記入してください。「〃」は無効となります。ご記入いただいた個人情報は、この要請目的以外には使用しません。

■呼びかけ  原発をなくす全国連絡会
■問い合わせ・署名送付先
原発をなくす全国連絡会（全日本民医連気付）
〒113-8465　東京都文京区湯島2-4-4　平和と労働センター7F
Tel：03-5842-6451　Fax：03-5842-6460
E-mail：no-nukes@min-iren.gr.jp

取扱団体

第1次集約　2023年5月20日　　第2次集約　2023年10月30日　　第3次集約　2024年1月31日
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衆議院議長 殿
参議院議長 殿 現行の健康保険証を

残してください

請願趣旨

請願事項
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請 願 署 名

一、現行の健康保険証を残してください

　政府は����年６月に、現行の健康保険証を����年秋に廃止し、マイナンバーカードに一本化する法案
を可決成立させました。
　しかし、誤登録や情報漏えい、「資格無効」と表示される等、マイナンバーカードでの受診によるトラブルが
続出し、多くの患者・国民が不安を抱えています。
　また、健康保険証が廃止されれば、マイナンバーカードを持たない人は公的保険診療から遠ざけられる
結果となりかねず、国民皆保険制度の下で守られている国民のいのちと健康が脅かされます。
　国民も、患者も、医療機関も望んでいないマイナンバーカードとの一本化はただちにやめて、現行の
健康保険証を残してください。

※この署名は、憲法 �� 条で保障された請願権にもとづいて行うもので、国会請願以外の目的では使用しません。
※鉛筆や「文字が消せるボールペン」でのご記入はご遠慮ください。

※氏名・住所の欄に「同上」「〃」は不可、住所は番地までご記入願います。

Black:���%

年　　月　　日

氏　　名 住　　所

都道
府県

＜取り扱い医療機関、団体＞

サイズ：A4   297mm×210mm
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